
鶏ときゅうりの水餃子
鶏の旨みときゅうりの爽やかさを包んだ、つるんと軽やかな水餃子。

❶ きゅうりは5㎜幅の細切りにし、塩を加えて、混ぜて
しんなりしたら水気を切る。

❷ 木綿豆腐はキッチンペーパーで包み水切りをする。
ザーサイは粗みじん切りにする。

❸ ボウルに鶏ひき肉、木綿豆腐、ザーサイ、塩、こしょうと
❶を加えて混ぜ、餃子の皮のふちに水をつけて包む。

❹ ❸を、沸騰した湯で4分程度湯がき、氷水にとり、水気
を切って器に盛る。

わくわくレシピ

餃子の皮 10 枚
鶏ひき肉 35ｇ
木綿豆腐 20ｇ
きゅうり 20ｇ
塩 小さじ 1/4
ザーサイ（漬物） 10ｇ
酒 小さじ 1/2
こしょう（黒・粉） 少々

●きゅうりと豆腐の水気をしっかり切ると、あん
がまとまりやすくなります。ゆで上がりは
　氷にとることで食感アップ。
●酢醤油やポン酢、ラー油などにつけて
　食べてもおいしいよ♪

調理の
ポイント

材料（1人前）

　川田八幡神社の例祭（秋まつり）で奉納される「山
やまかわちょうかみよおたからおどり

川町神代御宝踊」は、
昭和36年に県の無形民俗文化財に指定された伝統芸能である。
　もとは「神いさめの踊り」として京都で踊られていたものを、上
洛した川田村の者が習い覚えて持ち帰ったと伝えられている。また、

『麻
お え ぐ ん か わ た む ら め い せ き し

植郡川田邑名跡志』の記録から、江戸時代には「雨乞いの踊り」と
して踊られていたことがわかる。明治時代に一時中断されたが、『川田町
史』（昭和５（1930）年）編纂の際に調査した古記録と口伝をもとに、川東
地区の住民によって再興され、現在のような「豊年踊り」の形態となった。
　昭和時代の再興時には青年男女が踊り手を務めていたが、現在は10～15歳前後の女子の
みとなっている。踊り子は、金色の烏

え ぼ し

帽子、白無垢の着物、赤い袴を着用し、左手に直径
約20cmの小太鼓、右手に約30cmのバチを持って打ち鳴らしながら踊る。この小太鼓は、
生
き ず き わ し

漉和紙を張った上に柿渋を塗ったもので、全国的にも他に類をみない。毎年10月22日の祭
り当日には、神事の進行に合わせてこの踊りが奉納される。
　徳島県では、令和５年から７年度にかけて県内各地の「祭り・行事調査」を実施し、調査対象となった祭り・
行事を中心に、「徳島県の祭り・行事」企画展示を開催します。吉野川市
からは、川島神社の「七十五膳の神事」と川田八幡神社例祭に用いる道
具類の展示が行われる予定です。地域の歴史や風土が育んだ民俗文化財
の継承、これからの地域づくりの様子を会場でご覧ください。

会場　徳島県立二十一世紀館 多目的活動室
会期　11月14日（土）～29日（日）
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川田八幡神社例祭と
「山川町神代御宝踊」

y o s h i n o g a w a  c i t y

徳島県祭り
行事調査報告書
二次元コード

フリーダイヤル 0120-24-2195

セレモニー
みくらや会館
鴨島町鴨島521
 TEL（0883）24-2195㈹
 FAX（0883）24-2197

セレモニー
みくらや西ホール
川島町学字北久保118 
TEL（0883）25-6255
FAX（0883）25-6256

いざという時のために毎月少々の掛金で

三倉屋互助会

吉野川店
吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 10：00～18：00

映える? カジュアる?わたしの！使える！動ける！広い部屋

あなたはどっちのROOMY?
ROOMYカスタム G-T ROOMY G
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高価買取挑戦中
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